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◆時や場などの略字の見方は14ページ
◆対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要（直接
会場へ）の場合は、記載なし

◆申に電話、ファクス、Ｅメール、Ｈ（市ホームペー
ジ）の記載がある場合は、その方法で申し込み可

アオ＝アオーレ長岡　　市セ＝市民センター
大手＝大手通庁舎　　　さい＝さいわいプラザ

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

〇
ほ
場
の
出
入
り
口
の
安
全
確
認

※
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
か
ら
車
道
や

歩
道
に
落
ち
た
泥
は
交
通
上
、
危

険
で
す
。
泥
を
落
と
し
て
か
ら
走

行
し
て
く
だ
さ
い

問
農
水
産
政
策
課
市
セ
Ｔ
39
・
２

２
２
３

●
農
作
物
被
害
軽
減
の
た
め 

有
害
鳥
獣
を
駆
除
し
ま
す

➡
予
算
Ｐ
９

　
市
街
地
で
は
銃
器
を
使
用
し
ま

せ
ん
が
、
耕
作
地
や
里
山
な
ど
で

駆
除
を
行
う
際
、
市
街
地
ま
で
発

砲
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
音
の
す
る
区
域
に
は
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

内
・
時
▽
銃
器
を
使
用
し
た
カ
ラ

ス
な
ど
の
鳥
類
、
わ
な
を
使
用
し

た
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
類
…
11
月

14
日
㈯
ま
で
▽
銃
器
を
使
用
し
た

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
類
…
来
年
２

月
16
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈬　
問
農

水
産
政
策
課
鳥
獣
被
害
対
策
室

市
セ
Ｔ
39
・
２
２
２
３

問市民協働課アオＴ39・2291

問
市
民
課
Ｔ
39
・
２
２
０
６

●
は
つ
ら
つ
元
気
な「
転
ば
ん
隊
」

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
転
ば
ん
隊
は
、
介
護
予
防
に
必

要
な
知
識
を
身
に
付
け
、
健
康
づ

く
り
の
担
い
手
に
な
る
市
民
で
す
。

時
５
月
15
日
㈮
・
22
日
㈮
・
28
日 

㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
計
３
回
）　
場
さ
い
わ
い
プ
ラ

ザ　
対
研
修
修
了
後
、
市
内
の
介

護
予
防
事
業
に
従
事
で
き
る
人　

 

定
15
人
先
着　
申
５
月
１
日
㈮
ま

で
に
長
寿
は
つ
ら
つ
課
さ
い
Ｔ

39
・
２
２
６
８
へ

●
水
道
水
は
定
期
的
な
検
査
で 

厳
し
く
管
理
し
て
い
ま
す

　
市
は
毎
年
「
水
質
検
査
計
画
」

を
作
成
し
、
１
３
０
項
目
の
検
査

を
実
施
。
水
道
水
は
全
て
基
準
を

満
た
し
、
安
心
安
全
で
す
。
検
査

結
果
は
「
水
質
年
報
」
で
公
表
し

て
い
ま
す
。
計
画
な
ど
に
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

場
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
ア
オ
、
水
道
局
、

各
営
業
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

※
中
之
島
地
域
の
検
査
計
画
は
見

附
市
が
作
成
し
て
い
ま
す　
問
水

道
局
浄
水
課
Ｔ
22
・
２
１
６
９

●
税
理
士
無
料
税
務
相
談（
要
予
約
）

時
４
月
15
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

正
午　
場
・
申
税
理
士
会
長
岡
支

部
（
三
和
３
）
Ｔ
33
・
８
０
８
０

担
当
＝
市
民
税
課
ア
オ
Ｔ
39
・
２

２
１
２

●
多
重
債
務
問
題
相
談
日

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
（
要
予
約
）

時
４
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
４
時　
場
・
申
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
市
セ
Ｔ
32
・
０
０
２
２

●
宝
く
じ
助
成
金
で
イ
ベ
ン
ト
を　

開
催
し
ま
し
た

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実 

施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

を
活
用
し
て
、米
百
俵
ま
つ
り
「
国

漢
学
校
開
校
１
５
０
周
年
記
念
事

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
観
光
事
業
課
大
手
Ｔ
39
・
２
２

２
１

●
ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

〇
保
護
具
な
ど
の
着
用

〇
日
常
点
検
・
始
業
点
検

〇
ゆ
と
り
あ
る
作
業
と
作
業
中
の

　
適
度
な
休
息

〇
適
正
な
保
守
点
検
、
メ
ー
カ
ー

　
な
ど
へ
の
整
備
依
頼

〇
適
正
な
機
械
操
作

●
４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬
は 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
止
ま
り
ま
す 

　
歩
行
者
優
先　
横
断
歩
道

　
外
出
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
の

時
期
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
子
ど
も
や

高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
行
動
に
気

を
配
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
ア
オ
Ｔ
39
・
２
２
０
６
、

各
支
所
地
域
振
興
課

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー 

20
人
を
新
た
に
認
定

　
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
な
ど
に

交
通
安
全
指
導
を
し
ま
す
（
五
十

音
順
・
敬
称
略
）。

畔
上　
隆
文　
中
貫
町
１

伊
佐　
実　
　
上
田
町

石
丸　
伸
吉　
中
貫
町
２

大
川　
朝
子　
高
畑
町

小
川
与
志
一　
川
崎
２

小
田
原
勝
夫　
花
園
東
１

小
野
塚
浩
一　
本
町
３

堺　
富
治　
　
泉
１

下
田　
忠　
　
渡
場
町

新
保　
春
夫　
大
町
３

髙
野　
輝
夫　
大
積
町
１

髙
野
三
津
夫　
川
崎
５

髙
橋　
秀
造　
石
内
１

竹
内　
智　
　
十
日
町

土
田　
孝　
　
長
倉
２

長
谷
川
誠
一　
上
富
岡
２

馬
場　
実　
　
希
望
が
丘
１

広
川
幸
一
郎　
花
園
東
１

山
田　
和
雄　
福
住
２

米
山　
栄
一　
宮
関
４

４
月
10
日
㈮
②
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
課
③
５
月
１
日
㈮
ま
で
に
小
国

支
所
市
民
生
活
課
Ｔ
95・
５
９
０

０
へ

５
こ
こ
ろ
の
と
ま
り
木
相
談
会

　
病
気
や
事
故
、
自
殺
な
ど
で
大

切
な
家
族
を
亡
く
し
た
あ
な
た
に
。

話
を
す
る
こ
と
で
悲
し
み
が
和
ら

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

時
①
４
月
20
日
㈪
②
５
月
11
日
㈪

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分　
場

さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ　
相
談
員
＝
臨

床
心
理
士
、
保
健
師　
定
各
２
人

先
着　
申
①
４
月
13
日
㈪
②
30
日

㈭
ま
で

子
ど
も
・
子
育
て
課
さ
い

�

Ｔ
39
・
２
３
０
０

●
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

　
妊
娠
中
に
夫
婦
で
知
って
お
き
た

い
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

時
５
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

場
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ　
内
助
産
師・

保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供
、
沐
浴

体
験
、
パ
パ
の
妊
婦
擬
似
体
験　

対
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー　
定
32
組

先
着　
持
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
座
布
団　
申
４
月
16

日
㈭
か
ら

●「
あ
ぜ
り
あ
」を
発
行
し
ま
し
た

　
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
・

長
岡
を
考
え
る
情
報
誌
と
し
て
市

民
が
企
画
・
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
特
集
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」。ア
オ
ー

レ
長
岡
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

問
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
市
セ
Ｔ
39
・
２
７
４
６

●
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
相
談
室
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い（
予
約
優
先
）

内
・
時
▽
一
般
相
談
…
月
〜
金
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
、

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30

分
▽
仕
事
・
職
場
の
悩
み
専
門
相

談
…
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
午
後

６
時
〜
７
時
30
分　
申
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

Ｔ
39
・
９
３
５
７

☆
出
前
相
談
も
あ
り
ま
す

　
希
望
に
よ
り
相
談
員
が
各
地
域

へ
出
向
き
ま
す
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・

な
が
お
か
Ｔ
０
９
０・４
０
６
４・

６
０
１
７
（
電
話
相
談
は
平
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

健
康
課
さ
い

�

Ｔ
39
・
７
５
０
８

１
あ
な
た
の
健
康
相
談
会

時
４
月
20
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

場
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ　
内
健
診
の

結
果
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改

善　
相
談
員
＝
栄
養
士
、
保
健
師

定
12
人
先
着　
持
健
康
手
帳
（
あ

る
人
）　
申
４
月
16
日
㈭
ま
で
に

健
診
専
用
番
号
Ｔ
32・５
０
０
０
へ

２
カ
フ
ェ
Ｄ
Ｅ
健
康
講
座

時
・
内
①
４
月
16
日
㈭
…
ま
ち
な

か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
②
24
日
㈮
…
体

力
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
③
28
日
㈫

…
カ
ラ
ダ
の
た
め
に
〜
お
い
し
く

減
塩
〜
④
５
月
８
日
㈮
…
そ
の
薬
、

正
し
く
飲
め
て
い
ま
す
か
？　
時

間
＝
①
③
④
午
前
10
時
〜
11
時
②

午
後
２
時
〜
３
時　
場
タ
ニ
タ
カ

フ
ェ
市
セ

３
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
会

時
４
月
30
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

場
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ　
相
談
員
＝

専
門
相
談
員
、
保
健
師　
定
２
人

先
着　
申
４
月
27
日
㈪
ま
で

４
こ
こ
ろ
の
相
談
会

時
①
４
月
15
日
㈬
②
５
月
１
日
㈮

③
13
日
㈬　
時
間
＝
①
午
後
６
時

〜
８
時
②
③
午
後
２
時
〜
４
時　

場
①
②
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
③
小
国

支
所　
相
談
員
＝
心
理
相
談
員
、

保
健
師　
定
各
２
人
先
着　
申
①

高齢者に寄り添うサポーターになっ
て、生き生きと活動しませんか。

「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
と
は
、「
性
的
指

向
」
と
「
性
自
認
」
の
こ
と
で

す
。
全
て
の
人
に
関
わ
る
人
権

の
問
題
と
し
て
考
え
ま
す
。

地震体験車を派遣します
　複数の町内会や自主防災会、保育園、学校などの防災訓
練や防災学習にご利用ください。
時４月30日㈭～11月30日㈪午前９時～11時30分、午後１時
30分～４時　申希望日の２週間前までに危機管理防災本部
アオＴ39・2262へ

▲

よ
い
た
ん

駆除の実施隊はオレンジ
色のベストと帽子が目印！
田園地域を中心に活動し
ているよ。

熱意とアイデアを
活かしませんか？ 未来を創る市民活動応援補助金

　市民団体などが行う地域社会のための活動や
広く市民が参加できる交流イベントなど、主体的
に取り組む公益的な活動の経費を補助します。
補助額＝対象経費のうち10万円以内は全額、10万 
円を超える部分は80％（上限は原則50万円、条件 

によっては100万円まで）　審査方法＝書類審査、
ヒアリング　申受け付けは年４回。５月31日㈰、
７月31日㈮、９月30日㈬、11月30日㈪までに市民
協働センターアオ（Ｔ39・2020）、各支所にある
申請書で　※事前にご相談ください

▲

認
知
症
を
予
防
す
る
ゲ
ー
ム
の

体
験
会
（
あ
お
ー
ね
の
会
）

▲

船
釣
り
と
料
理
の
体
験（
て
ら
ど

ま
り
若
者
会
議
～
波は

ね音
～
）

市民活動のサポート制度を拡充
長岡の未来を創る

みなさんの活動を応援します！

心強いサポートで
� 活動に広がりが
ひだまりハウス
～精神遅滞及び自閉症児を
� 支える家族会～
� 小西　美樹さん

　発達に不安のある子どもを持つ家族の情報交換
や交流の場を作っています。
　補助金を利用したのは昨年６月。団体のパンフ
レットを作成し、講師を招いて座談会と茶話会を開
催しました。告知に力を入れ、託児所も設けたこと
で多くの参加者が集まりました。イベント終了後は
会員数が増え、団体の認知度も高まりました。
　活動を始めたい人にも、活動の幅を広げたい人に
も利用をおすすめします。

　市民協働のさらなる活性化につなげるため、今年度から補助金の上限額を50万円
に変更し、支援事業数を50件から70件に拡大します。➡予算P８


